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「北九州市下水道１００周年」広報・ＰＲ事業 

企画提案方式（企画コンペティション）審査会 実施要領 

（目的） 

第１ この要領は、北九州市上下水道局総務課が発注する「北九州市下水道１００周年」広報・ＰＲ事

業の実施にあたり、より効果的な方法を提案できる者を選定するために開催する企画提案方式（企

画コンペティション）審査会実施に係る必要な事項を定める。 

（審査会） 

第２ 企画提案方式（企画コンペティション）による業務受託者選定を厳正かつ公平に行うため、企画

提案方式（企画コンペティション）審査会（以下「審査会」という。）を置く。 

 ２ 審査員は、北九州市職員で構成する。なお、会長は北九州市上下水道局総務経営部長とする。 

（提案者の選定） 

第３ 審査会に参加するものは、以下の項目を全て満たしていなければならない。 

（１）期日までに参加意向書を提出した者であること。 

（２）地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４の規定に該当しない者であるこ

と。 

（３）「北九州市物品等供給契約の競争入札参加者の資格及び審査等に関する規則（平成７年北九州市

規則第１１号）」第６条第１項の有資格業者名簿（以下「有資格業者名簿」という。）に記載されて

いること。 

（４）有資格業者名簿において「Ａ」又は「Ｂ」の等級に格付けされていること、及び有資格業者名

簿に記載されている本店所在地又は受任地が北九州市内であること。 

（５）北九州市から指名停止を受けている期間中でないこと。 

（６）北九州市の市税を滞納していないこと。 

（７）会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づく更生手続き開始の申し立て又は民事再生法

（平成１１年法律第２２５号）に基づく再生手続き開始の申し立てがなされている者ではないこと。

ただし、更生計画許可決定又は再生計画許可決定がなされている場合は、この限りではない。 

（審査会及び業務受託者の選定） 

第４ 審査会は、次の各号による。 

（１）審査は、第５に定める評価項目について審査し、最高得点者を委託業者として選定する。 

（２）審査会は、以下のとおり開催する。 

   【日程】平成３０年５月３１日（木） 

   【場所】小倉北区役所庁舎 上下水道局大会議室（予定） 

   【時間】１者あたりの説明時間は２０分程度とし、その後質疑応答の時間を設ける。 

       ※その他詳細は、参加意向書を提出したものに別途通知する。 

（３）審査結果については、全員に通知する。 

（４）企画提案をした者が、地方自治法施行令第１６７条の４第１項又は第２項に規定する者に該当

することとなった場合又は北九州市から委託契約等に係る指名停止を受けることとなった場合は、

その者とは契約の締結を行わない。 
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（評価項目・配点） 

第５ 審査会評価項目・配点は下表のとおりとする。 

評価項目 視 点 配点 

ツール制作 

・市民に下水道の役割や重要性を伝える内容となっているか。 

・１００周年記念事業への集客を図る内容となっているか。 

・人を惹きつけるデザインであるか。 

・仕様（寸法、色数、加工、部数等）をよく考えているか。 

２０

メディア展開 

・ポスター・チラシの掲出・設置場所、期間等は効果的か。 

・紙面による周知は効果的なものとなっているか。 

・Ｗｅｂによる周知は効果的なものとなっているか。 

・その他、認知拡大に効果的な媒体を活用した施策があるか。 

４０

事業効果を高める 

ための施策 

・市民に、より関心を持ってもらう工夫が施されているか。 

・人を惹きつける工夫・手法であるか。 
２０

実施スケジュール ・実施スケジュールは妥当であるか。 ５

実施体制 ・業務を円滑に実施するのに適切な体制がとれるか。 ５

業務実績 ・下水道事業の広報・ＰＲに関わる業務実績が十分か。 ５

実施経費 ・見積金額は妥当であるか。 ５

合  計 １００

（手続き及び各種様式等） 

第６ 企画提案の際に必要な提出書類は、次の各号による。提出先・提出期限は別に定める。 

なお（３）～（７）については各１０部ずつ書面で提出すること。 

 （１）参加意向書 

 （２）質問書（提出任意） 

 （３）企画提案書（様式任意） 

 （４）製作物のデザイン案（様式任意） 

 （５）業務実施スケジュール（様式任意） 

（６）見積書（消費税等を含む）（様式任意） 

 （７）下水道事業の広報・ＰＲに関わる業務実績があれば、その資料（様式任意） 

（欠格事項等） 

第７ 次の各号の一つに該当する場合、提案は無効とする。 

 （１）第６に定める書類等の提出方法、提出先、提出期限に適合しないもの。 

 （２）第６に定める書類等の作成様式及び記入要領に示された条件に適合しないもの。 

 （３）第６に定める書類等に記載すべき事項の全部又は一部が記載されていないもの。 

 （４）第６に定める書類等に記載すべき事項以外の内容が記載されているもの。 

 （５）虚偽の内容が記載されているもの。 

 （６）この要領に定められた以外の手法により、審査員又は関係者に審査会に対する援助を直接的、

間接に求めた場合。 
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（提出書類の取扱い） 

第８ 提出された書類の取扱いは、次の各号による。 

 （１）提出された書類は返却しない。 

 （２）書類の作成及び提出に要する費用は、提出者の負担とする。 

 （３）提出された書類は、公平性、透明性及び客観性を期すため、公表することがある。 

附則 

 この要領は、平成３０年５月１６日より適用する。 


